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６．日常的楽しみに関する事項 

（１）今後取り組んでみたい活動 

 

 

 

 

 

Ｑ23「あなたは、スポーツ、趣味、文化活動などについて、今後どのような活動に力をいれて取

り組んでみたいと思いますか。」（複数回答） 

 

（時系列・総数） 

 

仲間と集まったり、お

しゃべりをすることや

親しい友人、同じ趣味

の 人 と の 交 際

ワープロ、パソコン、

インターネット、携帯

電 話

旅 行

ハ イ キ ン グ ・ 登 山 ・

キャンプ・釣りなど自

然の中で行うアウトド

ア レ ジ ャ ー

テ レ ビ 、 ラ ジ オ
社会奉仕、ボランティ

ア 活 動

散歩、ウォーキング、

ジ ョ ギ ン グ

犬や猫などのペットと

遊 ぶ （ 過 ご す ）

食 事 、 飲 食
教養講座の受講などの

学 習 活 動

家 族 と の 団 ら ん 、

孫 と 遊 ぶ
仕 事（職業、家 業）

新 聞 、 雑 誌 室 内 娯 楽

ス ポ ー ツ 活 動 宗 教 活 動 、 信 仰

読 書 伝統文化の維持・保存

主 に 屋 外 で 行 う

趣 味 活 動

教育活動（自分が教え

る 立 場 ）

スポーツ観戦、観劇、

音 楽 会 、 映 画
そ の 他

買 物 、 ウ ィ ン ド ウ

シ ョ ッ ピ ン グ
特 に な い

歌 、 踊 り わ か ら な い

主 に 室 内 で 行 う

趣 味 活 動
無 回 答

ビデオ、ＣＤ（レコー

ド ） 鑑 賞 な ど

39.1

37.9

33.6

30.4

27.1

26.5

24.3

19.7

18.0

16.4

16.3

15.9

14.6

14.5

14.1

23.2

28.9

42.6

21.5

17.7

19.4

24.8

16.3

11.9

10.9

10.6

12.4

10.7

11.9

8.2

25.2

31.7

44.2

21.9

13.8

18.9

23.7

14.7

11.6

11.0

8.9

10.4

13.8

12.3

7.1

23.6

28.4

41.7

14.8

12.0

16.9

21.5

11.6

11.6

11.5

7.7

10.2

13.4

14.6

5.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

12.5

11.8

10.5

9.4

8.8

7.8

5.9

3.5

2.2

2.0

0.5

9.0

2.3

3.4

8.8

8.6

9.3

6.9

4.7

5.7

3.5

2.2

1.9

1.5

0.9

16.9

※

0.0

7.5

7.9

8.6

5.8

4.4

6.7

4.3

2.1

1.2

0.8

0.5

14.2

※

-

3.7

7.9

8.3

※

4.6

5.3

4.2

3.5

1.8

1.2

0.5

18.3

※

-

0% 10% 20% 30% 40% 50%

今回調査 (n=3,893)

平成21年 (n=3,501)

平成16年 (n=2,862)

平成11年 (n=2,284)

 
注 1）※は調査時に選択肢がなく、データが存在しないもの。 

注 2）平成 21年までは、調査員による面接聴取法により調査しており、郵送配布・郵送回収法による今回調査と比較す

る場合は、調査方法の違いに注意が必要である。なお、今回調査では「特にない」が前回調査に比べ 7.9 ポイン

ト低下しており、各回答の割合に影響を及ぼしている可能性があるため、比較結果の取り扱いには重ねて注意が

必要である。 

・今後取り組んでみたい活動について、「仲間と集まったり、おしゃべりをすることや親

しい友人、同じ趣味の人との交際」（39.1％）、「旅行」（37.9％）、「テレビ、ラジ

オ」（33.6％）となっており、前回調査と比べると、「仲間と集まったり、おしゃべり

をすることや親しい友人、同じ趣味の人との交際」は 15.9 ポイント上昇している。 
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７．日常生活情報に関する事項 

（１）欲しい日常生活情報 

 

 

 

 

 

Ｑ24「日常生活に関する情報で、もっと欲しい内容がありますか。この中から、あてはまるも

のをいくつでもあげてください。」（複数回答） 

 

（時系列・総数） 

健 康 づ く り
社会奉仕、ボランティ

ア 活 動

年 金 一般の日用品・雑貨

医 療 電 化 製 品

趣味、スポーツ活動、

旅 行 、 レ ジ ャ ー
介 護 用 品

食生活、食事サービス 衣 料 品

在宅ケア、介護サービ

ス、家事援助など生活

上 の 世 話

自 助 具 、 自 助 用 品

住まい（高齢者向け住

宅の供給、増改築・手

直 し 等 ）

そ の 他

相続、預貯金、資産運

用 、 税 金
特 に な い

教養講座の受講などの

学習活動、文化的な催

し も の

わ か ら な い

心配ごとや悩みごとに

関する相談サービス
無 回 答

地 域 の 行 事

41.1

30.3

26.0

22.6

14.3

12.4

11.4

9.9

9.2

8.5

7.8

17.0

16.9

17.6

10.7

5.2

8.5

4.7

3.6

6.6

6.2

5.5

20.2

15.8

16.6

8.5

5.8

7.5

3.9

4.4

5.7

6.6

5.8

18.5

11.3

15.9

9.1

4.5

9.8

4.6

3.8

5.0

4.5

5.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

5.7

5.5

5.2

5.0

4.5

2.5

0.4

19.0

3.0

4.6

3.8

1.7

2.2

2.5

1.4

1.1

0.4

53.2

※

0.1

3.7

2.2

1.3

2.8

1.3

1.2

0.3

52.1

※

-

3.5

1.2

1.3

2.9

1.1

0.8

0.2

55.6

※

-

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

今回調査 (n=3,893)

平成21年 (n=3,501)

平成16年 (n=2,862)

平成11年 (n=2,284)

 

注 1）※は調査時に選択肢がなく、データが存在しないもの。 

注）平成 21 年までは、調査員による面接聴取法により調査しており、郵送配布・郵送回収法による今回調査と比較する

場合は、調査方法の違いに注意が必要である。なお、今回調査では「特にない」が前回調査に比べ 34.2 ポイント低

下しており、各回答の割合に影響を及ぼしている可能性があるため、比較結果の取り扱いには重ねて注意が必要で

ある。 

・日常生活に関する情報でもっと欲しい内容として、「健康づくり」（41.1％）が最も高

く、次いで「年金」（30.3％）、「医療」（26.0％）となっている。なお、前回調査と

比較すると「健康づくり」は 24.1 ポイント、「年金」は 13.4 ポイント上昇している。
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（２）日常生活情報の満足度 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ25「あなたは、日常生活に関する情報に満足していますか。」 

 

（平成26年度・総数） 

73.0 13.4

満足

（計）

不満

（計）

総数 (n=3,893)

やや不満である

不満である

9.7 63.3 11.4

2.0

7.8 5.8

（％）

わからない

無回答

満足している まあ満足している

 

 

 

 

〔Ｑ25で「やや不満である」「不満である」と回答した人に〕 

Ｑ25－ＳＱ１「どのような点が不満ですか。」（複数回答） 

 

（平成26年度・該当数） 

 

どの情報が信頼できるかわからない

必 要 な 情 報 が 乏 し い

情 報 の 内 容 が わ か り に く い

どこから情報を得たらよいかわから

な い

字 が 小 さ く て 読 め な い

情 報 量 が 多 す ぎ る

情 報 が 遅 い

そ の 他 の 不 満

わ か ら な い

無 回 答

50.5

40.5

38.8

33.8

32.1

17.0

10.9

3.4

1.3

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

総数 (n=523)
 

 

・日常生活に関する情報に関する満足度について、７割以上が「満足（「満足している」

「まあ満足している」の計）」としている（73.0％）。 

・日常生活に関する情報に対する満足度について、「不満（「やや不満である」「不満で

ある」の計）」の理由として、半数が「どの情報が信頼できるかわからない」（50.5％）

としている。 
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（３）日常生活情報の情報源 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ25－ＳＱ２「あなたは、日常生活に関する情報をどこから得ていますか。」（複数回答） 

 

（時系列・総数） 

テ レ ビ ラ ジ オ

新 聞 （ タ ウ ン 誌 を

含 む ）
雑 誌

家 族 職 場

友 人 、 近 所 の 人 そ の 他

チラシ、折り込み、ダ

イ レク トメ ール など

特にどこからも得てい

な い

インターネット、携帯

電 話 *
無 回 答

79.0

63.8

38.2

28.9

19.1

15.8

81.7

60.8

32.7

36.6

10.7

8.9

81.3

64.0

32.2

38.1

13.3

4.9

79.6

57.3

34.1

38.2

12.0

0.7

80.1

55.1

36.4

39.5

7.5

※

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

14.2

6.2

4.6

0.8

0.8

2.5

13.1

4.9

2.9

0.9

1.7

0.0

14.6

7.5

3.9

1.2

2.5

-

12.9

7.3

3.0

0.8

3.9

-

9.6

5.9

3.1

1.1

0.6

-

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

今回調査 (n=3,893)

平成21年 (n=3,501)

平成16年 (n=2,862)

平成11年 (n=2,284)

平成６年(65歳以上) 

(n=2,454)  

注 1）※は調査時に選択肢がなく、データが存在しないもの。 

注 2）*は、平成 11 年時は「インターネット、パソコン通信」。 

注 3）平成 21年までは、調査員による面接聴取法により調査しており、郵送配布・郵送回収法による今回調査と比較す

る場合は、調査方法の違いに注意が必要である。 

・日常生活に関する情報をどこから得ているかについて、「テレビ」（79.0％）が最も高

く、次いで「新聞（タウン誌を含む）」（63.8％）、「家族」（38.2％）となっている。

過去の調査と比較すると、「インターネット、携帯電話」は増加傾向にある。 

・総数で見た場合との乖離が大きなものについて、性別にみると、男性に比べて女性は、

人的なつながりである「家族」（42.0％）、「友人、近所の人」（35.8％）が高くなっ

ている。一方、女性に比べて男性は、「新聞（タウン誌を含む）」（68.5％）、「イン

ターネット、携帯電話」（22.7％）が高くなっている。 
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（平成 26 年度・性別） 
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（４）ＩＣＴの活用の意向（Ｑ２６）と利用状況（Ｑ２６ＳＱ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ26「今後、インターネットやスマートフォンなどの情報端末を、ショッピング、仕事、学習

など、普段の生活で利用したいと思いますか。」 

 

（平成26年度・総数） 

 

総数 (n=3,893) 36.3 46.8

利用した

い

（計）

利用した

くない

（計）
積極的に

利用したい

たまに

利用したい

あまり利用したい

とは思わない

全く利用したい

とは思わない

わからない

無回答

13.2 23.2 24.0 22.8 13.3 3.6

（％）

 

 

 

（平成 26 年度・年齢別） 

 

・インターネットやスマートフォンなどの情報端末の利用意向について、「利用したい（「積

極的に利用したい」「たまに利用したい」の計）」36.3％、「利用したくない（「あま

り利用したいとは思わない」「全く利用したいとは思わない」の計）」46.8％となって

いる。 

・年齢別ではより若い年齢層が、利用したいとする割合が高い。 

・インターネットやスマートフォンなどの情報端末の利用状況について、「利用している

（「積極的に利用している」「たまに利用している」の計）」26.0％、「利用していな

い（「あまり利用していない」「全く利用していない」の計）」67.2％となっている。

・「利用していない」とした人の約２割に、利用意向がある。 
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Ｑ26－ＳＱ「現在は、インターネットやスマートフォンなどの情報端末を、ショッピン

グ、仕事、学習など、普段の生活で利用していますか。」 

 

（平成26年度・総数） 

 

総数 (n=3,893) 26.0 67.2

利用して

いる

（計）

利用して

いない

（計）
積極的に

利用している

たまに

利用している

あまり

利用していない

全く

利用していない

わからない

無回答

9.7 16.4 12.6 54.6 3.4

3.3

（％）

 

 

 

 

総数 積極的に

利用した

い

たまに利

用したい

あまり利

用したい

とは思わ

ない

全く利用

したいと

は思わな

い

わからな

い

無回答 利用した

い（計）

利用した

くない

（計）

〔総数〕 3,893 13.2 23.2 24.0 22.8 13.3 3.6 36.3 46.8

Ｑ２６ＳＱ〔ＩＣＴの利用状況〕

利用している（計） 1,014 44.9 46.4 7.1 0.5 0.5 0.6 91.3 7.6

　積極的に利用している 376 86.4 10.4 2.4 - - 0.8 96.8 2.4

　たまに利用している 638 20.4 67.7 9.9 0.8 0.8 0.5 88.1 10.7

利用していない（計） 2,617 2.1 16.1 32.5 33.2 15.4 0.6 18.2 65.7

　あまり利用していない 491 4.9 46.0 41.1 3.5 3.7 0.8 50.9 44.6

　全く利用していない 2,126 1.5 9.2 30.5 40.1 18.2 0.6 10.6 70.6

わからない 134 1.5 6.7 6.7 6.0 78.4 0.7 8.2 12.7  
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８．その他 

（１）自分が高齢者だと感じるか 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ27「あなたは、自分を高齢者だと感じていますか。」 

 

（平成26年度・総数） 

総数 (n=3,893)

はい いいえ

無回答

（％）

43.4 51.3 5.3

 

 

（平成26年度・年齢別） 

 

・自分を高齢者だと感じるかについて、5 割以上（51.3％）が「いいえ」としているが、

自分の年齢が高くなるほど高齢者だと感じる割合が増え、70～74 歳で約５割、75～79

歳で約７割が高齢者だと感じている。 

・「親しくしている友人・仲間の程度」別では、親しい友人・仲間がたくさんいると感じ

ているほど、高齢者だと感じない割合が高い。一方で、健康状態がよくないほど高齢者

だと感じる割合が高い。 
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（平成26年度・健康状態別） 

 

 

（平成26年度・親しい友人・仲間の程度別） 
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（２）高齢者とは何歳以上か 

 

 

 

 

Ｑ28「あなたは、一般的に何歳頃から「高齢者」だと思いますか。」 

 

（平成26年度・総数） 

 

６ ０ 歳 以 上

６ ５ 歳 以 上

７ ０ 歳 以 上

７ ５ 歳 以 上

８ ０ 歳 以 上

８ ５ 歳 以 上

こ れ 以 外 の 年 齢

年 齢 で は 判 断 で き な い

わ か ら な い

無 回 答

1.1

6.4

29.1

27.9

18.4

2.5

0.3

10.4

1.3

2.6

2.1

10.8

42.3

27.4

10.8

0.7

0.1

4.5

1.3

-

4.0

14.0

46.7

19.7

10.7

0.5

0.2

3.1

1.1

-

3.8

18.3

48.3

14.7

9.7

0.7

0.3

2.9

1.1

-

0% 10% 20% 30% 40% 50%

今回調査 (n=3,893)

平成21年 (n=3,501)

平成16年 (n=2,862)

平成11年 (n=2,284)
 

 

注）平成 21 年までは、調査員による面接聴取法により調査しており、郵送配布・郵送回収法による今回調査と比較する

場合は、調査方法の違いに注意が必要である。 

 

 

・「高齢者」とは何歳以上かについて、「70 歳以上」（29.1％）、「75 歳以上」（27.9％）

の割合が高く、60 歳代（「60 歳以上」（1.1％）、「65 歳以上」（6.4％））とする割

合は１割未満となっている。 
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（３）支えられるべき高齢者とは何歳以上か 

 

 

 

 

Ｑ29「あなたは、一般的に支えられるべき高齢者とは何歳以上だと思いますか。」 

 

（平成26年度・総数） 

 

６ ０ 歳 以 上

６ ５ 歳 以 上

７ ０ 歳 以 上

７ ５ 歳 以 上

８ ０ 歳 以 上

８ ５ 歳 以 上

こ れ 以 外 の 年 齢

年 齢 で は 判 断 で き な い

わ か ら な い

無 回 答

0.6

4.7

18.1

23.4

25.2

5.3

0.3

19.9

1.3

1.3

0.9

2.4

14.1

24.5

32.4

7.4

0.5

15.5

2.4

0.0

0% 10% 20% 30% 40%

今回調査 (n=3,893)

平成21年 (n=3,501)
 

注）平成 21 年までは、調査員による面接聴取法により調査しており、郵送配布・郵送回収法による今回調査と比較する

場合は、調査方法の違いに注意が必要である。 

 

 

 

以上 

・支えられるべき高齢者として、前回調査と比べ 7.2 ポイント低下したものの「80 歳以上」

が最も多く、「75 歳以上」と「80 歳以上」の区分で全体のおよそ半数を占めている。 


